
WEiN
ENDODONTIC STUDY CLUB EST.2013

『DO or NOTHING』
第2回特別講演会

⽇時：2025年11⽉16⽇（⽇） 10:00-16:30（開場9：30）
会場：東京科学⼤学 湯島キャンパス

⻭科棟４階 ⻭学部特別講堂



TIME TABLE
10:00-10:05 OPENING REMARKS by the PRESIDENT 

10:05-10:45 SESSION Ⅰ , SPONSOR PR 1,2

10:50-11:10 BREAK, EXHIBITION

11:10-11:50 SESSION Ⅱ , SPONSOR PR 3,4

12:00-12:35 LUNCHON SEMINAR supported by

平野恵⼦先⽣ 『MTAセメントを⽤いた根管治療のその後』

12:35-13:00 BREAK, EXHIBITION

13:00-14:00 SESSION Ⅲ , SPONSOR PR 5,6

14:05-14:30 BREAK, EXHIBITION

14:30-15:10 SESSION Ⅳ , SPONSOR PR 7

15:15-15:35 BREAK, EXHIBITION

15:35-16:20 PANEL DISCUSSION, Q&A

16:20-16:30 CLOSING REMARKS by the VICE PRESIDENT



PANELISTS

林 洋介 『Decision Making
  （意思決定Do or Notihing）の分岐点』

⼋幡祥⽣ 『どこまで⻭を保存するのか』

須藤 享 『 Intentional Replantationという選択』

辺⾒浩⼀ 『進⾏した侵襲性⻭頚部外部吸収の
⾮外科的治療の限界を考える』

古畑和⼈ 『そのCTS⻭髄を残すべきか
ー揺れる臨床判断ー』

吉岡俊彦 『様々な穿孔封鎖症例』

⼭内隆守 『⻭根破折⻭における保存と抜⻭』

倉本将司 『⼤きい根尖病変』

窪⾕拓⾺ 『⾮外科的治療根管治療が困難な
根尖病変に対する処置』

※ 順不同 発表の順番は当⽇発表いたします※



HISTORY

the Way to Endodontics in Newera（WEiN: ワイン）は2013年, 林 
洋介（東京都開業）と⼋幡祥⽣（東京科学⼤）をファウンダー
とし東京医科⻭科⼤学 ⻭髄⽣物学分野で研鑽を積んだOBを中
⼼に発⾜した⻭内療法に特化した勉強会です.



REMARK
昨年2024年12⽉15⽇に開催させて頂きました「成功と⽣存の

間」にたくさんのご参加を頂きまして,誠に有難う御座いました.
終了後に次回も楽しみにしていますとの声を多数頂き,我々メン
バーで協議し今年も開催させて頂く運びとなりました.

⽇々臨床の中で,エンドに関する悩みなどは多いかと思います.
我々根管治療を専⾨にしているメンバーでも⽇々頭を悩ますこ
とがあります.それらの悩みを１つでも解消し,難しい,苦⼿と思
われている根管治療をちょっとだけでもいいから上⼿くなれる
ようなヒントをこの会を通じて皆様と考えていきたいと思って
おります.

来年以降は座学だけでなく,実習も含めた講習会の開催準備
をはじめようとしております.是⾮これらの企画にも興味を持っ
て頂ければ幸いです.情報はインスタグラムを中⼼に発信してい
く予定ですので,フォローをお願い致します.

皆様と共に成⻑していけるWEiNでありたいと思っております.
今後とも宜しくお願い致します.

最後に
本⽇はご来場頂き,誠に有難う御座いました.
メンバーを代表してご挨拶とさせて頂きます.

WEiN 代表
⻭科医師・⻭学博⼠ 林 洋介



MAP

東京科学⼤学 湯島キャンパス
⻭科棟４階 ⻭学部特別講堂



正しい治療は正しい診断に基づいて⾏われるというのは周知
の事実である.

根管内に残存している破折ファイルをデンタルX線写真上で
確認すると,⻭科医師の性なのか除去しようと思ってしまうこと
が多いのではないだろうか？

しかしながら,このDecision Makingは本当に正しいのだろう
か？限られた時間ではあるがこのDecision Makingについて皆
で考えてみたいと思う.

『Decision Making
（意思決定のDo or Notihing）の分岐点』

林 洋介
–⾼⽥⾺場 新⽥⻭科医院-

ABSTRACT



どのような⻭まで保存に値するのか？保存すると決めて治療
を始めたが上⼿くいかない，すぐに駄⽬になった，全⻭科医が
経験している．

疑わしきを抜⻭したほうが，もちろん成功率は担保されるし，
抜⻭したほうが，咬合や顎位が安定する症例も多くあることは
間違いない．

⼀⽅で，⼀本にこだわり，患者と治療を半ば共有するように進
めていくことも，保存治療の⼀つの醍醐味をいえる．

今回は，そのような葛藤の中で⾏った症例を供覧いただく．

『どこまで⻭を保存するのか』
⼋幡祥⽣

-東京科学⼤学 ⻭髄⽣物学分野-

ABSTRACT



Intentional Replantation（意図的再植術）は,これまでlast resort
（最後の⼿段）として位置づけられてきた.

この表現には,消極的な意味合いが反映されている.

しかし近年では,戦略的に有効なひとつの選択肢として評価さ
れつつある.

限られた時間の中ではあるが,できるだけ多くの症例を提⽰し,
その有⽤性と課題について⼀緒に考察したい.

『Intentional Replantationという選択』
須藤 享

-南光台⻭科医院-

ABSTRACT



ABSTRACT

侵襲性⻭頸部外部吸収（ECR）の治療は外科的・⾮外科的ア
プローチがあるが,病変が進⾏し広範になると外科介⼊が困難ま
たは不可能となることも少なくない.

近年,マイクロスコープと各種インスツルメントの活⽤により,
複雑な吸収病変に対する⾮外科的処置が可能になっている.

しかし除去範囲の明確な基準はなく,症例ごとの判断が求めら
れる.

本発表では臨床症例を提⽰し,進⾏したECRに対する⾮外科的
保存の限界について考察する.

『進⾏した侵襲性⻭頚部外部吸収の
⾮外科的治療の限界を考える』

辺⾒浩⼀
-恵⽐寿ヘンミデンタルオフィス-



前回も取り上げたCracked Tooth Syndrome（CTS）だが,CTSは診
断も治療⽅針の決定も⼀筋縄ではいかない臨床の“グレーゾー
ン”.

特に⻭髄保存を⽬指すか否かは,診断⼒・判断⼒・患者対応⼒
が問われる難所でもある.

本講演では,「保存できた」「できなかった」「やらなかっ
た」3つの実例を通して,意思決定のときどんなことを考慮した
かを解説.
若⼿⻭科医師もCTS症例に向き合えるよう,エビデンスに基づ

いた治療クライテリアやポイントを紹介する.

『破折⻭症候群への対応とその経過』
古畑和⼈

-古畑⻭科医院-

ABSTRACT



⽔硬性ケイ酸カルシウム系セメントの登場により,⼩さな穿孔
やポケット形成を伴わない症例では予後が⼤きく改善してきた.

しかし,⽇常臨床では依然として保存的対応か抜⻭かの判断に迷
う穿孔症例が数多く存在する.特にポケット形成を伴うもの,⼤
きな穿孔,複数箇所に及ぶ穿孔,残存⻭質が極めて少ない症例な
どは,治療戦略に⼯夫を要し,⻑期的な経過観察が⽋かせない.

本講演では,これら難治性の穿孔封鎖症例を実際に提⽰し,使⽤
材料の特性や臨床⼿技上の留意点,さらに保存の可否を左右する
判断基準について考察する.参加者とともに,穿孔封鎖の臨床的
可能性と限界を共有したい

『様々な穿孔封鎖症例』
吉岡俊彦

–吉岡デンタルキュア-

ABSTRACT



⻭根破折⻭は保存を困難にする重⼤な要因であり,特に垂直性
⻭根破折は予後不良とされ,従来は即時抜⻭が⼀般的であった.

⼀⽅,近年マイクロスコープや材料の進歩により,今まで抜⻭と
⾔われてきた⻭も保存できるようになってきた.

しかし,その中には結果的に保存できず,抜⻭に⾄るケースも
多く存在する.

本講演では,垂直性⻭根破折⻭において保存処置を試みた中で
保存できたケース,抜⻭に⾄ったケースを供覧しその傾向を⼀緒
に考えていきたいと思う.

『⻭根破折⻭における保存と抜⻭』
⼭内隆守

-⾚坂TKデンタル-

ABSTRACT



近年,マイクロスコープや⻭科⽤CBCT,NiTiロータリーファイル,
バイオセラミック材料など,根管治療に応⽤できるツールは⼤き
く進歩し,⼀般的にも広く普及し,精密かつ予知性の⾼い治療が
可能となってきた.

しかし,レントゲン写真やCBCT画像で⼤きい根尖病変を確認した
場合,⾮外科的根管治療で治癒が期待できるのか,あるいは外科
的根管治療が必要となるのか,抜⻭が適当となるのか,臨床的判
断に迷う場⾯は少なくない.

根尖病変の治癒には,感染源の徹底除去と再感染防⽌が前提と
なるが,最終的には患者⾃⾝の治癒⼒も⼤きく関与する.今回は,
⼤きい根尖病変を有する⻭に対し,どのような治療⽅針を選択す
べきかについて改めて検討する.

『⼤きい根尖病変』
倉本将司

-倉本⻭科医院-

ABSTRACT



近年マイクロスコープ,⻭科⽤コーンビームCT,Ni-Tiファイルや
バイオセラミック材料などの発展により,かつては治療困難とし
て抜⻭を選択されていた⻭でも保存することが可能となってき
た.

だが,⽯灰化により閉塞した根管や補綴物の除去が困難な場合
など⾮外科的根管治療による介⼊が困難な症例も多い.本講演で
は⾮外科的根管治療ができなかった⻭に対して逆根管治療を施
した症例について報告させていただく

『⾮外科的治療根管治療が困難な
根尖病変に対する処置』

窪⾕拓⾺
-フリーランス⻭内治療医-

ABSTRACT



根管治療成功のためには,「感染源の除去」と「感染経路の遮
断」という2つを達成し,⽣体が治癒へ向かう環境を整えること
が求められる.

このうち「感染経路の遮断」のためには,根管充填による確実な
封鎖を得ることが必要であるが,臨床では封鎖が困難な状況に
度々遭遇する.

ProRoot MTAは⾼い封鎖性と⽣体親和性を有し,湿潤環境下で
も⼨法安定性を保つことに加え,その材料特性により,封鎖が困
難な症例においても緊密な封鎖を実現できる材料である.

本講演では,ProRoot MTAを⽤いた封鎖の操作上の⼯夫および,
封鎖後の治癒経過について考察する.

『 MTAセメントを⽤いた根管治療のその後』
平野恵⼦

-東京科学⼤学 ⻭髄⽣物学分野-

ABSTRACT



SPONSORSHIPS 順不同



協賛企業⼀覧

展⽰協賛（あいうえお順・敬称略）

相⽥化学⼯業 株式会社
アース製薬 株式会社
クインテッセンス出版 株式会社
株式会社 松⾵
株式会社 ジーシー
デンツプライシロナ株式会社
⽇本⻭科薬品 株式会社
ペントロンジャパン株式会社
株式会社 茂久⽥商会
株式会社 モリタ
YAMAKIN 株式会社

広告協賛（あいうえお順・敬称略）

アース製薬 株式会社
ウルトラデントジャパン 株式会社
株式会社 ジーシー
デンツプライシロナ株式会社
⽩⽔貿易 株式会社
ペントロンジャパン株式会社
株式会社 茂久⽥商会













































BIOGRAPHY
林 洋介（はやし ようすけ）

東京都出⾝

【所属】
医療法⼈社団IHP 理事⻑
⾼⽥⾺場 新⽥⻭科医院 院⻑

【略歴】
2003年3⽉ 鶴⾒⼤学 ⻭学部⻭学科 卒業
2003年4⽉ 東京医科⻭科⼤学⼤学院医⻭学総合研究科 ⼊学
2007年3⽉ 同 修了（⻭学博⼠）
2007年4⽉ 東京医科⻭科⼤学⻭学部附属病院 むし⻭外来 医員
2009年3⽉ 同 退職
2009年4⽉ ⾼⽥⾺場 新⽥⻭科医院 開業
2009年4⽉ 東京医科⻭科⼤学⼤学院 ⻭髄⽣物学分野 ⾮常勤講師
2015年3⽉ ⽶国ペンシルベニア⼤学 ⻭内療法学講座

   インターナショナルプログラムレジデンシー 修了
2017年4⽉ 医療法⼈社団IHP 設⽴
2022年4⽉ ⼀般社団法⼈ ⽇本⻭内療法学会 学術委員
2022年4⽉ ⼀般社団法⼈ 東京都新宿区⻭科医師会 学術委員
2025年4⽉ 鶴⾒⼤学⻭学部 ⾮常勤講師

現在に⾄る

【所属学会】
⽇本⻭科保存学会
⽇本⻭内療法学会
⽇本顕微鏡⻭科学会
国際⻭科学⼠会（ICD）
AAE (American Association of Endodontists)



BIOGRAPHY
⼋幡 祥⽣（やはた よしお）

岩⼿県出⾝

【所属】
東京科学⼤学 ⻭髄⽣物学分野 教授

【略歴】
2005年 岩⼿医科⼤学⻭学部 卒業
2009年 東京医科⻭科⼤学⼤学院 医⻭学総合研究科修了 博⼠(⻭学)

東京医科⻭科⼤学 ⻭学部附属病院 医員 (〜2011年)
2012年 昭和⼤学 ⻭学部 ⻭内治療学部⾨ 助教 (〜2018年)
2014年 ⽶国ウェストバージニア⼤学 ⻭内療法学講座

客員助教 (〜2016年)
2015年 ⽶国国⽴標準技術研究所 客員研究員 (〜2016年)
2018年 東北⼤学病院 保存修復科 助教 (〜2021年)
2021年 東北⼤学病院 ⻭内療法科 講師 （〜2022年）
2023年 東北⼤学⼤学院 ⻭学研究科 エコロジー⻭学講座

⻭科保存学講座 准教授
2025年 東京科学⼤学 ⻭髄⽣物学分野 教授

現在に⾄る

【所属学会】
⽇本⻭科保存学会 評議員 専⾨医
⽇本⻭内療法学会
⽇本炎症・再⽣学会
AAE(American Association of Endodontists)



BIOGRAPHY
須藤 享（すどう すすむ）

三重県出⾝

【所属】
医療法⼈くすのき 南光台⻭科医院 理事⻑
東北⼤学⻭学研究科 ⻭科保存学分野 ⾮常勤講師

【略歴】
1995年 横浜国⽴⼤学⼯学部 卒業
1997年 横浜国⽴⼤学⼤学院⼯学研究科 修了
2007年 東京医科⻭科⼤学⻭学部 卒業
2010年 東京医科⻭科⼤学 ⻭髄⽣物学分野 専攻⽣ 修了
2013年 医療法⼈くすのき 南光台⻭科医院 開設
2020年 東北⼤学⻭学研究科 ⻭科保存学分野 修了

現在に⾄る

【所属学会】
⽇本⻭科保存学会
⽇本⻭内療法学会
⻭内療法症例検討会



BIOGRAPHY
古畑 和⼈（ふるはた かずと）

東京都出⾝

【所属】
古畑⻭科医院 院⻑
【略歴】
2001年 東京都⽴⼤ 卒業
2005年 東京医科⻭科⼤学⻭学部 卒業
2007年 恒⼼会グリーン⻭科 勤務
2013年 古畑⻭科医院開院 開院

現在に⾄る

【所属学会】
⽇本⻭科保存学会
⽇本⻭内療法学会
⽇本臨床⻭周病学会
⻭内療法症例検討会



BIOGRAPHY
辺⾒ 浩⼀（へんみ こういち）

埼⽟県出⾝

【所属】
恵⽐寿ヘンミデンタルオフィス 院⻑
⽇本⻭科⼤学⻭内療法学講座臨床講師

【略歴】
1999年 ⽇⼤⻭学部附属技⼯⼠学校卒業

⻭科技⼯⼠として仕事に従事
2008年 ⽇本⻭科⼤学卒業

東京医科⻭科⼤学第２総合診療室研修医
2009年 東京医科⻭科⼤学⻭髄⽣物学⼊局
2010年 同教室医員
2012年 都内⻭科医院勤務
2019年 恵⽐寿ヘンミデンタルオフィス開院
2023年 東北⼤学⻭学部⻭科保存学分野社会⼈⼤学院

現在に⾄る

【所属学会】
⽇本⻭内療法学会
⽇本⻭科保存学会
⽇本顕微鏡⻭科学会
⻭内療法症例検討会



BIOGRAPHY
吉岡 俊彦（よしおか としひこ）

広島県出⾝

【所属】
吉岡デンタルキュア 院⻑
東京科学⼤学 ⻭髄⽣物学分野 ⾮常勤講師

【略歴】
2007年 東京医科⻭科⼤学⻭学部 卒業
2008年 広島⼤学病院⻭科臨床研修医 修了
2008年 東京医科⻭科⼤学⻭髄⽣物学分野 ⼊局
2012年 博⼠（⻭学） 取得
2012年 東京医科⻭科⼤学⻭学部附属病院 医員
2013年 吉岡⻭科医院 勤務
2016年 吉岡デンタルキュア 開設

現在に⾄る

【所属学会】
⽇本⻭科保存学会
⽇本⻭内療法学会 専⾨医 代議員
⻄⽇本⻭内療法学会 理事
⽇本臨床⻭周病学会
⻭内療法症例検討会



BIOGRAPHY
⼭内 隆守（やまうち たかもり）

東京都出⾝

【所属】
⾚坂TKデンタル 院⻑
⽇本⻭科⼤学附属病院⾮常勤講師
EN会東京 理事

【略歴】
2007年 ⽇本⻭科⼤学卒業
2008年 東京医科⻭科⼤学⻭髄⽣物学分野専攻⽣
2012年 東京医科⻭科⼤学⻭髄⽣物学分野退局
2014年 エンド専⾨医として数軒勤務
2021年 『⾚坂TKデンタル』開設
2022年 ⽇本⻭科⼤学附属病院⾮常勤講師

現在に⾄る

【所属学会】
⽇本⻭科保存学 認定医
⽇本⻭内療法学会
⽇本外傷⻭学会
⻭内療法症例検討会



BIOGRAPHY
倉本 将司（くらもと まさし）

東京都出⾝

【所属】
倉本⻭科医院 副院⻑

【略歴】
2012年 昭和⼤学⻭学部 卒業
2013年 昭和⼤学⻭科病院臨床研修 修了
2013年 ⾼⽥⾺場 新⽥⻭科医院 ⾮常勤勤務（~2020年）
2014年 昭和⼤学⻭科病院 ⻭内治療科 助教（員外）（~2015年）
2021年 東京医科⻭科⼤学⼤学院医⻭学総合研究科

⻭髄⽣物学分野 修了
2021年 倉本⻭科医院 副院⻑

現在に⾄る

【所属学会】
⽇本⻭内療法学会 専⾨医
⽇本⻭科保存学会 認定医
⽇本顕微鏡⻭科学会 認定医



BIOGRAPHY
窪⾕ 拓⾺ （くぼのや たくま）

埼⽟県出⾝

【所属】
河津⻭科 副院⻑
昭和医科⼤学⻭学部⻭科保存学講座⻭内治療学部⾨ 兼任講師
フリーランス⻭内治療医

【略歴】
2014年3⽉ 昭和⼤学⻭学部 卒業
2014年4⽉ 昭和⼤学⼤学院⻭学研究科⻭科保存学講座 ⼊学
2015年3⽉ 昭和⼤学⻭科病院臨床研修 修了
2018年3⽉ 同 修了（⻭学博⼠）
2018年4⽉ 昭和⼤学⻭学部⻭科保存学講座⻭内治療学部⾨ ⼊局
2022年3⽉ 同 退職
2022年4⽉ 同 兼任講師
2022年4⽉ 河津⻭科 副院⻑

 フリーランス⻭内治療医として勤務

現在に⾄る

【所属学会】
⽇本⻭科保存学会 認定医
⽇本⻭内療法学会 研修委員
AAE (American Association of Endodontists)



BIOGRAPHY
坂上 ⻫（さかうえ ひとし）

群⾺県出⾝

【所属】
坂上デンタルオフィス 院⻑
昭和医科⼤学⻭学部⻭科保存学講座⻭内治療学部⾨ 兼任講師

【略歴】
2007年3⽉ 東京医科⻭科⼤学⻭学部⻭学科 卒業
2008年4⽉ 東京医科⻭科⼤学⼤学院⻭髄⽣物学分野 ⼊学
2012年3⽉ 同上 卒業
2012年4⽉ 昭和⼤学⻭学部⻭科保存学講座⻭内治療学部⾨ 助教
2015年4⽉ 世⽥⾕区にて坂上デンタルオフィス 開設

現在に⾄る

【所属学会】
⽇本⻭内療法学会 ⻭内療法専⾨医
⽇本⻭科保存学会 ⻭科保存治療認定医（⻭内）
⽇本顕微鏡⻭科学会 認定医



BIOGRAPHY
平野 恵⼦（ひらの けいこ）

神奈川県出⾝

【所属】
東京科学⼤学 ⼤学院医⻭学総合研究科 医⻭学系専攻
⼝腔機能再構築学講座 ⻭髄⽣物学分野 医員

【略歴】
2020年3⽉ 東京医科⻭科⼤学 ⻭学部⻭学科 卒業
2021年4⽉ 東京医科⻭科⼤学 ⼤学院医⻭学総合研究科 ⼊学
2025年3⽉ 東京科学⼤学（旧 東京医科⻭科）

⼤学院医⻭学総合研究科 修了（⻭学博⼠）
2025年4⽉ 東京科学⼤学病院 むし⻭科 医員

現在に⾄る

【所属学会】
⽇本⻭内療法学会
⽇本⻭科保存学会




